
福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
動
向 

～
平
成
27
年
～ 

 
 
 
 

 

昨
年
度
は
、
久
我
元
氏
、
三
上
一
夫
氏
そ
し
て
白
崎
昭
一
郎
氏
と
、
長
年
福
井
県
の
郷

土
史
界
を
リ
ー
ド
さ
れ
た
先
生
方
が
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
は
『
若

越
郷
土
研
究
』
第
60
巻
１
号
で
三
上
氏
の
業
績
を
ま
と
め
、
古
代
史
の
海
の
会
は
『
古
代

史
の
海
』
第
79
号
を
「
白
崎
昭
一
郎
氏
追
悼
号
」
と
し
て
刊
行
し
た
。 

敦
賀
市
立
博
物
館
は
、
平
成
27
年
７
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
ま
た
坂
井
市

丸
岡
町
に
は
８
月
に
「
一
筆
啓
上
日
本
一
短
い
手
紙
の
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
一
筆
啓

上
～
」
は
コ
ン
ク
ー
ル
の
過
去
入
賞
作
な
ど
手
紙
文
化
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
。 

次
に
平
成
27
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
主
な
出
版
物
を
紹
介
し
、
県
内
郷
土
史
研
究
の
動
向

と
し
た
い
。 

 ■
歴
史
・
自
治
体
史
・
地
域
史
・
史
跡
調
査
報
告
書 

 

福
井
県
は
、
越
前
若
狭
の
戦
国
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
小
冊
子
『
戦
国
歴
旅
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
を
刊
行
し
た
。
戦
国
史
研
究
会
は
、
会
誌
『
戦
国
史
研
究
』
70
号
で<

特

集
・
越
前
の
戦
国>

を
組
み
、
長
谷
川
裕
子
氏
ら
三
名
が
論
文
を
寄
せ
て
い
る
。 

 

越
前
市
教
育
委
員
会
は
『
越
前
市
史 

資
料
編
７
』
を
刊
行
し
た
。
明
治
か
ら
昭

和
二
十
年
ま
で
の
初
等
教
育
に
つ
い
て
収
録
す
る
。
若
狭
町
は
『
若
狭
町
ふ
る
さ
と

歴
史
発
見
』
を
発
行
。
三
方
五
湖
や
熊
川
宿
の
他
に
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
歴
史

遺
産
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。 

地
域
史
も
数
多
く
発
行
さ
れ
た
。
福
井
市
旭
公
民
館
は
三
冊
目
と
な
る
『
旭
区
史
』、

「
ふ
る
さ
と
岡
保
」
編
集
委
員
会
は
郷
土
誌
『
ふ
る
さ
と
岡
保
』
を
発
刊
し
た
。「
村

の
歴
史
懇
話
会
」
は
『
温
故
叢
談
第
十
一
号
』
を
作
成
、
地
元
出
身
の
俳
優
宇
野
重

吉
生
誕
百
年
記
念
事
業
を
ま
と
め
た
。
森
坂
克
彦
氏
は
『
乾
徳
地
区
の
今
昔 

其
の

三
』
を
刊
行
し
た
。
網
本
恒
治
郎
氏
は
『
駆
逐
艦
「
榎
」
の
終
焉
』
を
刊
行
。
小
浜

湾
で
沈
ん
だ
駆
逐
艦
「
榎
」
と
艦
隊
を
組
ん
で
い
た
巡
洋
艦
「
酒
匂
」
の
元
乗
組
員

の
遺
稿
を
ま
と
め
た
。
大
野
市
の
下
庄
を
よ
く
す
る
会
は
『
下
庄
の
名
所
・
史
跡
』

を
刊
行
。
14
年
前
に
別
団
体
が
発
刊
し
た
同
書
の
改
訂
版
に
な
る
。
大
野
市
温
見
白

山
神
社
遷
座
50
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
は
『
思
い
出
を
寄
せ
て
綴
る
温
見
誌
』
を

発
行
。
半
世
紀
前
に
無
人
の
集
落
と
な
っ
た
温
見
の
元
住
民
ら
が
、
歴
史
や
思
い
出

を
ま
と
め
た
。
あ
わ
ら
市
の
ほ
そ
ろ
ぎ
歴
史
を
語
る
会
は
『
ほ
そ
ろ
ぎ
今
昔
』
を
発

刊
し
た
。「
坂
井
町
古
文
書
の
会
」
は
江
戸
時
代
の
豪
商
内
田
家
に
関
す
る
『
内
田
惣

右
衛
門
家
文
書
記
録
』
を
刊
行
し
た
。
財
政
的
に
行
き
詰
っ
た
福
井
藩
が
、
内
田
家

か
ら
幾
度
も
調
達
金
・
御
用
金
を
求
め
た
経
緯
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
豊
原
史
跡

保
存
会
は
『
越
前
豊
原 

第
２
号
』、
の
う
ね
の
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
『
紀
要
の

う
ね
郷
誌
第
４
号
』、
美
浜
町
教
育
委
員
会
は
『
若
狭
の
塩
、
再
考 

古
代
若
狭
の
塩

の
生
産
と
流
通
を
め
ぐ
っ
て
』、
若
狭
国
吉
歴
史
資
料
館
は
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
佐
柿
の

寺
社
と
町
家
～
見
ど
こ
ろ
編
２
』、
美
浜
文
化
叢
書
刊
行
会
は
最
終
巻
を
迎
え
た
『
ふ

る
さ
と
昔
よ
も
や
ま
話
』
を
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
し
た
。 

主
な
発
掘
報
告
書
に
は
、『
福
井
城
跡
』（
第
２
，
３
分
冊
）『
天
王
前
山
古
墳
群
』

（
福
井
県
教
育
委
員
会
）、『
石
盛
遺
跡
２
』（
福
井
市
教
育
委
員
会
）、『
三
谷
遺
跡
』

（
そ
の
３
，
４
）（
勝
山
市
教
育
委
員
会
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
古
代
学
協
会
は
調
査

か
ら
60
年
で
ま
と
め
た
『
糞
置
荘
・
二
上
遺
跡
の
調
査
研
究
』
を
刊
行
し
た
。 

■
人
物
・
地
誌
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

 

福
井
県
文
書
館
は
『
福
井
藩
士
履
歴
３
』
を
刊
行
。
巻
末
に
高
木
不
二
氏
に
よ
る

解
説
が
寄
せ
ら
れ
た
。
福
井
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
は
『
ふ
く
い
の
先
人
た
ち
ミ

ニ
事
典
』
を
刊
行
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
た
先
人
143
人
に
新
た
に
９
人
を
加
え
た
人

物
索
引
。
鯖
江
市
教
育
委
員
会
は
「
間
部
詮
勝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
特
別
講
演
会
の
記

録
を
ま
と
め
た
『
間
部
詮
勝
と
幕
末
維
新
の
軌
跡
』
を
刊
行
。
家
近
良
樹
氏
は
『
あ

る
豪
農
一
家
の
近
代
』（
講
談
社
）
を
刊
行
、
越
前
一
の
豪
農
と
し
て
知
ら
れ
る
杉
田

家
を
通
し
て
日
本
の
近
代
を
考
え
る
。
稲
葉
朝
成
氏
は
『
結
城
松
平
家
と
家
臣
団
』、

堀
江
洋
之
氏
は
『
堀
江
一
族
物
語
』（
歴
研
）、
島
田
辰
彦
氏
は
『
福
井
ゆ
か
り
の
人



逸
話
集
』（
エ
ク
シ
ー
ト
）
を
ま
と
め
た
。
敦
賀
水
戸
烈
士
百
五
十
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
は
記
念
誌
『
梅
香
』、
小
浜
市
郷
土
歴
史
会
は
『
梅
田
雲
浜
の
実
像
に
迫
る
』

を
出
版
し
た
。
岡
村
昌
二
郎
氏
は
、
小
浜
藩
初
代
藩
主
の
酒
井
忠
勝
の
業
績
を
記
し

た
古
記
録
『
仰
景
録
』
を
活
字
化
し
、
誰
で
も
読
め
る
冊
子
に
仕
上
げ
た
。
林
淳
氏

は
『
天
爵
大
神
福
井
を
ゆ
く
』（
勝
山
城
博
物
館
）
を
刊
行
。
道
路
改
修
に
半
生
を
捧

げ
た
元
尾
張
藩
士
水
谷
忠
厚
の
業
績
を
ま
と
め
た
。
多
賀
谷
左
近
三
経
奉
賛
会
は
『
多

賀
谷
左
近
三
経
公
記
』
を
刊
行
。
三
経
は
初
代
福
井
藩
主
結
城
秀
康
の
重
臣
。
宮
本

久
氏
は
『
越
前
丸
岡
城
と
歴
代
城
主
』
を
発
行
、
新
説
を
披
露
し
て
い
る
。
木
下
聡

氏
は
「
斯
波
氏
」
に
関
す
る
13
人
の
論
考
を
集
成
し
た
『
管
領
斯
波
氏
』（
戎
光
祥

出
版
）
を
出
版
。「
斯
波
氏
」
は
室
町
幕
府
に
お
い
て
も
、
ま
た
守
護
を
務
め
た
越
前
・

尾
張
・
遠
江
国
に
も
不
可
欠
な
存
在
。
折
笠
尚
氏
は
『
飯
田
廣
助
小
伝
』（
文
藝
春
秋

企
画
出
版
部
）
を
刊
行
。
飯
田
廣
助
は
池
田
町
の
名
望
家
で
、
の
ち
に
朝
鮮
に
農
場

を
開
設
す
る
に
至
っ
た
人
物
。
吉
川
弘
文
館
は
『
皇
族
元
勲
と
明
治
人
の
ア
ル
バ
ム 

写
真
師
丸
木
利
陽
と
そ
の
作
品
』
を
出
版
。
丸
木
利
陽
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て

「
御
用
写
真
師
」
と
し
て
活
躍
し
た
。 

 

鈴
木
俊
之
氏
は
『
福
井
あ
る
あ
る
』（
Ｔ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
）
を
刊
行
。
県
外
の
人
に
も

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
本
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
三
澤
和
男
氏
は
『
福
井

周
辺
の
山
々
を
歩
く
』
を
美
し
い
写
真
な
ど
で
ま
と
め
た
。 

■
政
治
・
経
済
・
各
分
野
団
体
史 

 

藤
吉
雅
春
氏
は
『
福
井
モ
デ
ル
』（
文
藝
春
秋
）
を
刊
行
。
人
口
減
少
や
財
政
難
に

直
面
す
る
地
方
都
市
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
示
し
た
。
セ
ー
レ
ン
は
創
業
125
年
を

記
念
し
て
『
希
望
の
共
有
を
め
ざ
し
て 

セ
ー
レ
ン
経
営
史
』
を
刊
行
。
通
常
の
社

史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
践
的
な
「
経
営
史
」
を
め
ざ
し
て
編
集
さ
れ
た
。 

各
分
野
団
体
史
で
は
、
仁
愛
女
子
短
期
大
学
は
『
和 

仁
愛
女
子
短
期
大
学
五
十

年
史
』、
福
井
県
立
ろ
う
学
校
は
創
立
百
周
年
記
念
の
『
野
に
ひ
ら
く
花
の
よ
う
に
』

【
電
子
資
料
】、
福
井
市
常
葉
幼
稚
園
は
創
立
百
周
年
記
念
誌
『
こ
ど
も
と
と
も
に
』、

福
井
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、
創
立
30
周
年
記
念
誌
『
未
来
の
君
へ
活
動
の
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
！
』、
大
野
市
小
山
公
民
館
は
、
65
年
の
活
動
を
ま
と
め
た
『
あ
か
ね

の
な
が
れ
』、
福
井
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
は
『
献
血
の
あ
ゆ
み
五
十
年
』、
丹
南

芸
術
家
協
会
は
『
創
立
40
周
年
記
念
作
品
集
』、
福
井
県
ボ
ー
ト
協
会
は
『
福
井
県

ボ
ー
ト
協
会
50
年
史
』、
ふ
く
い
子
ど
も
劇
場
は
閉
会
記
念
誌
『
さ
よ
な
ら
あ
ん
こ

ろ
も
ち
ま
た
き
な
こ
』
を
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
し
た
。 

■
宗
教
・
教
育
・
民
俗 

三
井
紀
生
氏
は
『
下
池
田
の
神
社
と
道
場
の
す
が
た
』（
池
田
町
教
育
委
員
会
）、『
み

や
ま
の
神
社
信
仰
の
す
が
た
』（
美
山
公
民
館
）
を
ま
と
め
た
。
い
ず
れ
も
当
該
地
区

の
神
社
や
道
場
に
つ
い
て
悉
皆
調
査
し
た
労
作
。
関
根
達
人
氏
ら
は
『
越
前
三
国
湊

の
中
近
世
墓
標
』（
弘
前
大
学
）
を
発
行
し
た
。
坂
井
市
三
国
町
近
辺
の
墓
標
（
３
３

８
０
基
）
に
関
す
る
成
果
報
告
書
。
あ
わ
ら
市
と
本
願
寺
文
化
興
隆
財
団
は
『
蓮
如

さ
ん
か
る
た
』
を
作
成
し
た
。
蓮
如
に
ま
つ
わ
る
各
地
の
逸
話
を
題
材
に
し
、
里
中

満
智
子
ら
三
名
の
漫
画
家
が
絵
札
を
担
当
し
た
。 

福
井
安
居
中
学
校
は
『
生
徒
が
主
役
の
学
校
づ
く
り
』
を
出
版
。
同
校
は
平
成
24

年
に
小
中
併
設
校
か
ら
分
離
移
転
し
て
開
校
。
こ
の
３
年
の
成
果
を
ま
と
め
た
。
福

井
ら
し
さ
を
語
る
会
は
『
福
井
県
の
教
育
力
の
秘
密 

県
外
か
ら
来
た
教
師
だ
か
ら

わ
か
っ
た
』（
学
研
教
育
み
ら
い
）
を
刊
行
し
た
。 

 

福
井
県
教
育
委
員
会
は
『
福
井
県
の
祭
り
・
行
事
』
を
刊
行
。
３
年
に
わ
た
る
調

査
を
ま
と
め
た
。
池
田
町
教
育
委
員
会
は
『
英
語
で
読
む
池
田
の
民
話
』
を
刊
行
。

今
春
よ
り
中
学
校
の
副
読
本
と
し
て
活
用
す
る
。
お
お
い
町
教
育
委
員
会
は
県
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
の
『
苅
田
比
賣
神
社
秋
季
例
祭 

下
村
の
獅
子
舞
』【
電
子
資
料
】

を
製
作
し
た
。
若
狭
町
伝
統
文
化
保
存
協
会
は
『
若
狭
町
の
戸
祝
い
・
キ
ツ
ネ
ガ
リ

調
査
報
告
書
』
を
刊
行
、
小
正
月
の
子
ど
も
行
事
「
戸
祝
い
」「
キ
ツ
ネ
ガ
リ
」
に
つ

い
て
は
じ
め
て
の
調
査
報
告
書
と
な
る
。
滋
賀
県
立
大
学
人
間
文
化
学
部
地
域
文
化

学
科
市
川
研
究
室
は
２
年
に
わ
た
る
調
査
を
ま
と
め
た
『
田
烏
・
矢
代
の
民
俗
』
を



刊
行
し
た
。 

■
自
然 

 

越
前
町
立
福
井
総
合
植
物
園
は
『
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
ま
と
め
た
。

月
毎
に
見
頃
の
植
物
を
カ
ラ
ー
で
紹
介
す
る
。
大
野
市
教
育
委
員
会
は
児
童
生
徒
向

け
に
『
和
泉
の
化
石
』
を
作
成
し
た
。
林
武
雄
氏
は
『
ふ
く
い
の
野
鳥
史
』
を
刊
行
。

『
私
の
野
鳥
記
』
の
続
編
に
な
る
。
中
江
訓
氏
ら
は
『
冠
山
地
域
の
地
質
』（
産
業
技

術
総
合
研
究
所
地
質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー
）
を
刊
行
。
現
地
踏
査
に
よ
る
地
質
研
究

と
そ
の
後
の
補
備
調
査
結
果
に
基
づ
く
も
の
。
中
川
毅
氏
は
『
時
を
刻
む
湖
』（
岩
波

書
店
）
を
刊
行
。
福
井
県
の
水
月
湖
が
考
古
学
上
の
「
世
界
標
準
時
」
と
認
め
ら
れ

る
ま
で
の
二
十
数
年
に
わ
た
る
物
語
。
坂
井
市
春
江
ふ
る
さ
と
歴
史
会
は
『
磯
部
川

流
域
物
語
』
を
発
行
。
地
区
内
を
流
れ
る
磯
部
川
と
そ
の
流
域
の
歴
史
や
変
遷
、
自

然
環
境
を
ま
と
め
た
。
福
井
新
聞
社
は
『
辞
令
！
コ
ウ
ノ
ト
リ
支
局
員
を
命
ず
』
を

刊
行
。
44
年
前
に
越
前
市
の
里
山
で
保
護
さ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
再
び
空
に
舞
う
ま

で
を
記
者
た
ち
が
綴
っ
た
。
一
方
福
井
県
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
絶
滅
と
復
活
の
歴
史
を
ま

と
め
た
『
コ
ウ
ノ
ト
リ
羽
ば
た
く
福
井
県
の
未
来
』【
電
子
資
料
】
を
製
作
し
た
。 

■
工
業
・
土
木
・
建
築
・
家
政
学 

 

ネ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
『
近
代
化
へ
の
夜
明
け
前
』
を
刊
行
。
明
治
時
代
の
福
井

県
の
特
許
情
報
を
ま
と
め
た
。
敦
賀
市
立
博
物
館
は
『
旧
大
和
田
銀
行
本
店
建
物
（
敦

賀
市
立
博
物
館
）
修
復
事
業
完
了
記
念
誌
』、『
旧
大
和
田
銀
行
本
店
建
物
修
理
報
告

書
』
を
刊
行
。
文
化
財
と
し
て
修
復
を
終
え
た
建
物
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
南
越
前

町
教
育
委
員
会
は
『
中
村
家
住
宅
調
査
報
告
書
』
を
発
刊
。
同
家
は
す
で
に
北
前
船

主
館
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
新
資
料
を
も
と
に
建
築
と
文
献
史
料
の
両
面
か

ら
の
考
証
が
な
さ
れ
た
。
吉
田
純
一
氏
は
、
県
内
の
城
の
歴
史
や
特
徴
を
ま
と
め
た

『
福
井
の
城
あ
れ
こ
れ
話
』
を
出
版
。
吉
川
博
和
氏
は
『
雲
井
に
あ
げ
よ
』（
Ｄ
ｏ
Ｃ

ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
出
版
）
を
電
子
出
版
し
た
。
県
内
の
代
表
的
な
城
を
写
真
と
記
事
で

解
説
し
反
響
が
あ
っ
た
新
聞
連
載
「
ふ
く
い
城
物
語
」
に
加
筆
し
た
。
は
た
や
記
念

館
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
は
『
世
界
へ
と
ど
け
！
勝
山
シ
ル
ク
』
を
刊
行
。
勝
山
製
糸
会

社
と
官
営
富
岡
製
糸
場
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
鯖
江
市
う
る
し
の
里
か
わ
だ

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
『
山
田
ト
シ
さ
ん
の
手
料
理
帳
』
を
出
版
。
91
歳
に
な
る
山

田
さ
ん
の
郷
土
色
豊
か
な
レ
シ
ピ
を
節
気
ご
と
に
紹
介
し
た
。 

 

■
産
業
・
芸
術
・
文
学 

 

坂
井
市
東
十
郷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
写
真
集
『
十
郷
用
水
の
流
れ
』
を
発
刊
。

福
井
県
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
福
井
の
地
魚
』
を
作
成
、
県
産
水
産
物
の
流
通
・
消
費

の
拡
大
を
狙
う
。
鉄
道
友
の
会
福
井
支
部
は
『
ふ
く
い
の
鉄
道
160
年
』
を
刊
行
。
県

内
の
鉄
道
の
成
り
立
ち
や
変
遷
、
近
年
の
動
き
な
ど
を
系
統
的
に
紹
介
し
た
。 

福
井
新
聞
社
は
第
87
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
で
優
勝
し
た
敦
賀
気
比
高
等
学
校

を
記
念
し
て
『
敦
賀
気
比
優
勝
記
念
写
真
集
』
を
刊
行
し
た
。 

文
学
で
は
、
宮
下
奈
都
氏
の
小
説
『
羊
と
鋼
の
森
』（
文
藝
春
秋
）
が
県
内
在
住
の

作
家
と
し
て
初
め
て
直
木
賞
候
補
と
な
っ
た
。
惜
し
く
も
受
賞
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

県
文
学
館
や
県
立
図
書
館
で
関
連
展
示
を
行
い
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。 

■
歴
史
研
究
施
設
の
動
向 

最
後
に
各
施
設
の
主
な
特
別
展
を
紹
介
す
る
。
福
井
県
文
書
館
は
「
時
代
の
お
と

し
も
の
落
書
」、
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
は
「
再
会
・
福
井
の
名
宝
た
ち
」、
福
井
県
立
若

狭
歴
史
博
物
館
は「
若
狭
武
田
氏
の
誇
り
」、一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
史
料
館
は「
一
乗
谷 

戦

国
城
下
町
の
栄
華
」、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
「
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
と
日
本
刀

展
」、
敦
賀
市
立
博
物
館
は
特
別
展
「
大
谷
吉
継
～
人
と
こ
と
ば
」、
越
前
町
織
田
文
化
歴

史
館
は
「
神
と
仏
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。 

以
上
、
紙
面
の
都
合
上
に
よ
り
、
個
人
史
、
抜
刷
な
ど
割
愛
し
た
資
料
や
、
漏
れ

た
資
料
に
つ
い
て
は
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


